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愛のある言葉で 
西条市立西条南中学校 ２年 杉原 朋 

（杉原 朋さんが１年時に書いた人権作文） 

 

 今年の夏、四年に一度世界中が盛り上がるオリンピック・パラリンピックがパリで開催されました。しか

し、多くのアスリートが華々しく活躍する裏で、悲しい出来事がニュースになりました。それは、ＳＮＳを

使って選手や審判に対して誹謗中傷の言葉が投げつけられていたことです。一人や二人の話ではなく、多

くのアスリートや運営に携わっている方々が、その言葉により傷付けられました。このニュースを聞いて、

私はどうしてそんなにも簡単に酷い言葉を全世界に発信することができるのだろうと不思議に思いました。 

 私が一番多く見かけたコメントは、男子バレーボール選手に対しての誹謗中傷でした。私自身が、バレー

ボール部に所属していることもあり、どの試合も応援していました。だからこそ、納得のできないコメント

がたくさんありました。オリンピックが始まる前から、注目を浴びている選手が多かったこともあり、勝利

まであと一点という場面で、ミスをした選手に対し、「大事なところで失敗したらだめでしょ。」というコメ

ントがたくさんありました。でも、「攻めにいった結果だ。」という人もいます。両方の意見を見ていて、世

の中にはバレーボールを経験したことがない人は山のようにいるということに気が付きました。人はそれ

ぞれ、経験値も違えば考え方も違います。だからと言って、一生懸命頑張っている人に対して酷い言葉をか

けていいという訳ではありません。他のスポーツや出来事でも同じです。その競技のことやその選手たち

がどれだけ頑張ってきたかを知らないのに、簡単に人をけなしたり傷付けたりすることは間違っています。

オリンピック選手も人間です。そして、オリンピックに出場している選手は誰よりも努力してきた人たち

です。そして、誰にでも失敗はあります。昔からアスリートに対して酷い言葉を投げつけるようなことがな

かったわけではありません。現在、それがＳＮＳで可視化され、ずっと残ってしまい本人に届いてしまうよ

うになりました。有名人や著名人になら、誰が言ったかもすぐにはばれないし、酷い言葉をぶつけても大丈

夫という誤った考えを持つ人も少なくありません。そういう考えをなくしていかなければ誹謗中傷による

事件はなくならないと思います。 

 他にも、女子ボクシングでは性別を巡る問題により攻撃の対象になってしまう選手がいました。私もそ

の話を聞いて、戸籍上は女性でも体格が男性のままなので戦う相手が怖いと思ってしまうのは仕方がない

ことなのではと思いました。実際に、怖くなり棄権した選手もいたそうです。攻撃の対象となった選手は、

インタビューで「私は誰に何と言われようと女よ。」と宣言していました。その選手もこれまでずっと誹謗

中傷されながら必死に女性として戦ってきたんだと知りました。女子ボクシングの性別問題は、オリンピ

ック前から議論があり、勝手に性別について公表されるなどプライバシーの侵害でも問題視されています。

女性であることを否定するような考えがＳＮＳで流れることで女性差別につながり、また、トランスジェ

ンダーの方に対する差別にもつながっています。その選手が、ボクシングをしながら、辛い思いをして頑張

ってきたことを知ると、私はいろいろなことが難しく感じて周りの私たちがしっかりと考えなければなら

ないと感じました。 

誰にでも文句を言ったり、意見を言ったりする権利はあります。でも、不特定多数の人に見られるＳＮＳ

に書き込んで人を傷付けて何になるのか、私は疑問に感じます。この言葉を発したら、相手や周りの人がど

う感じるのかを考えて言葉を選ぶ必要があると思います。ただ、客観的に見れば中傷になる言葉も、立場が

違えば、正当な考えだと思う人もいます。そんなことを考えると、より言葉を選ぶ必要があると感じまし

た。言葉は便利なものですが、時に刃となります。自分の口から出ている刃物を相手に向けたときに、どれ

くらい相手にダメージを与えるのか。それを考えて言葉を選ぶべきです。有名人でも誰でも、同じ人間だか

ら、酷いことを言われたら傷付きます。これからは、それを意識して言葉を使ったら嫌な気持ちになる人は

いないかなど、言葉を見直して発信することが大切だと思いました。パリオリンピック・パラリンピックで

誹謗中傷の対象になった選手には、これからも負けずに堂々と戦ってほしいと思いました。日本バレーボ

ール協会の人が、「選手たちを愛のある言葉で応援してください。」と訴えかけていました。世界中から誹謗

中傷の被害で苦しむ人がいなくなること、ＳＮＳや世界中の人たちが発信する言葉が愛のある言葉であふ

れることを願っています。  

           西条市人権教育協議会 西条市人権擁護課 

出典：「令和６年度 人権意識を高めるための作品集」からの人権作文

（西条市・西条市教育委員会 西条市人権教育協議会） 


